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令和２年度 第２回京都市保健所運営協議会 摘録 

 

令和２年１２月１６日（水）  

午後１時３０分～午後２時４５分  

ＴＫＰ京都四条烏丸カンファレンスセンター ３階「ホール３Ａ」 

  

１ 出席者（敬称略） 

＜委員＞ 

 ○関係団体代表委員  京 都 府 医 師 会：松田 義和  京都府歯科医師会：奥田 純平 

            京 都 府 薬 剤 師 会：夏目 君幸  京都市保健協議会連合会：山崎 陽子 

            京都市食品衛生協会：（欠 席）  京都府旅館ホテル生活衛生同業組合：中村 貞正 

            京都府公衆浴場業生活衛生同業組合：（欠 席）  京都府理容生活衛生同業組合：佐藤 正一 

            京都府美容業生活衛生同業組合 ：原口 潔治 

 ○各区地域保健    北 ：（欠 席）    上京：（欠 席）    左京：川勝 秀一 

  推進協議会代表委員 中京：沼田 幸夫    東山：（欠 席）    山科：入江 和栄 

            下京：（欠 席）    南 ：藤井 富美子   右京：松井 亮好 

            西京：安田 桂子    伏見：小川 正雄 

 

＜事務局＞ 

 ○京都市保健所    京 都 市 保 健 所 長：山田 典子  京都市保健所参事：池田 雄史  

            健康長寿のまち・京都推進室長：北川 博巳   

  （健康長寿企画課） 健康長寿推進担当課長：絹村 円   企 画 係 長 ：山田 賞晃 

   企 画 調 査 担 当：井尻 温子，川上 華輝 

  （医療衛生企画課） 医療衛生企画課長：矢田部 衛   感染症企画担当課長： 匡裕 

                   感染症対策担当課長：井上 ひろみ  「民泊」対策担当課長： 田 陽介 

  （障害保健福祉推進室） 担 当 係 長：門脇 孝徳 

  （こころの健康増進センター） 相 談 援 助 課 長：脇田 晴美  

  （子ども家庭支援課） 子育て世代包括支援担当課長：寺山 京美 

 

２ 開催あいさつ 

  山田 京都市保健所長 

 

３ 議事 

 ○議題・報告（１）会長及び副会長の選出について 

  ⇒ 事務局（健康長寿企画課）から資料説明のうえ，従来どおり，会長には京都府医師会の松田委

員，副会長には京都府歯科医師会の奥田委員に引き続き就任いただきたい旨を提案し，全会一致

で承認。 

 

 ○議題・報告（２）令和元年度京都市保健所運営方針取組結果及び事業実績について 

  ⇒ 事務局（健康長寿企画課，医療衛生企画課，こころの健康増進センター，子ども家庭支援課）

から資料説明。 

  【質疑応答】 

  松田会長： 本件は令和元年度の事業実績のため，新型コロナウイルスの影響は限定的であると思

われるが，令和２年度以降の実績について概略はいかがか。   

  北川室長： コロナ禍において，中止すべきものについては中止とし，一方で継続して実施すべき

ものについては，感染対策の工夫を凝らしながら取り組んでいるところである。引き続

き，関係団体の皆様の御協力をお願いする。 
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  松田会長： 風疹の抗体検査の実施率はいかほどか。 

  課長： 令和元年度は７％，令和２年度は現在把握している数で１１．２％である。今後も引

き続き周知等に努めていく。 

 

 ○議題・報告（３）令和２年度各区地域保健推進協議会（部会）の開催状況等について 

  ⇒ 事務局（健康長寿企画課）から資料説明。特に質疑等なし。 

 

 ○議題・報告（４）新型コロナウイルス感染症に係る京都市保健所の対応状況について 

  ⇒ 事務局（医療衛生企画課）から資料説明。 

  【質疑応答】 

  松井委員： 新型コロナウイルス感染症の医療機関における相談体制について，１１月から「きょ

うと新型コロナ医療相談センター」が開設され，相談件数も増えていると思うが，地域

の医療機関への受診にスムーズに誘導できているのか。 

  井上課長： かかりつけ医がある方には，電話のうえ，かかりつけ医に受診いただき，かかりつけ

医がない方については，府医師会と連携し，医療機関の受診につなげている。 

  松田会長: 地域によっては医療機関の紹介が難しい場合もある。府医師会としても，区ごとの紹

介体制の構築も含め取り組んでいきたい。 

  川勝委員： コロナ禍における会議等の開催方法として，現在はＷＥＢ会議が主流となっており，

京都市についても，ＷＥＢ会議の導入をより一層進めていただきたい。また，京都市で

は保健所を構成する部署が複数に分かれているが，組織として一体的に機能しているの

か。 

  北川室長： ＷＥＢ会議については，現時点で必要機材が十分に配備できていないという課題があ

るが，今後もしっかり導入を進めていく。また，保健所業務については多岐に分かれて

いるため，場所が離れた複数の部署に分かれて保健所を構成しているが，必要に応じて

しっかりと連携を図っている。 

  松田会長： コロナ禍においてＷＥＢ会議の重要性は高く，京都市としても厳しい財政状況下にあ

るかと思うが，是非とも前向きに導入を検討していただきたい。また，京都市では先般

の組織改正において保健所を本庁課に集約されているが，新型コロナウイルス感染症対

策をはじめとした各種保健所業務については，地域レベルでの対応が求められるケース

も多いため，地区の役割についても改めて見直しをお願いしたい 

  川勝委員： 京都市保健所による災害対策について，災害拠点病院をはじめとした各種関係機関と

の連携をさらに強化していく必要があり，この点についてもしっかり対応をお願いした

い。 

  北川室長： 本市では，令和元年度に災害時の医療救護活動マニュアルを策定し，令和２年度から

は予算を確保して，より一層災害対策の取組を進めているところである。また，災害拠

点病院と行政の連携について，京都では京都府庁が担当であるため，本市としてもしっ

かり連携を図っていく。 

  山田係長： 災害時医療救護活動に係る取組や課題等について，平時から関係団体と協議できる場

の設置についても現在検討しているところである。 

  夏目委員： 新型コロナあんしん追跡サービスについて，現時点で当サービスの登録数は何件ほど

あるのか。 

  井上課長： 登録数に係る資料が本日手元になく，詳細な数が分からず申し訳ない。当該サービス

は本市の行財政局が所管しており，保健所と連携してシステムを運用している。当該サ

ービスの登録数は増えてきているが，現時点では，当該サービスを使用した事例は発生

していない。 

  夏目委員： 当該サービスについては先日初めて耳にした。多人数が集まる研修会等でも活用でき

ると思うので，今後もしっかりと周知に努めていただきたい。 

  松田会長：  京都市における新型コロナウイルスの新規陽性者数について，他の指定都市と比較し 

てもかなり少なく，保健所によるクラスター対策が徹底されているという反面，そもそ 

ものＰＣＲ検査数が少ないことが原因との意見もあるが，これについてはいかがか。 

  井上課長： 府医師会等と連携し，濃厚接触者への徹底した調査など，クラスター対策にしっかり
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と取り組んできた結果である。また，他の指定都市と比べて，京都市にはあまり大規模

な繁華街がないことなど，地域の特性なども起因していると考えられる。これまで実施

した検査のなかで，一定の陽性者数も特定できているため，今後とも徹底した感染対策

に努めていく。 

  松田会長： 徹底したクラスター対策や，陽性患者の迅速かつ適切な把握が陽性者数をこれまでは 

抑えられてきた大きな理由であると考えられる。京都市においては，引き続き感染症対 

策に努めていただきたい。また，感染者の情報の取扱いについて，非常にデリケートな 

ものではあるが，情報がないと地域の医療機関が無防備で濃厚接触者の検査を行うこと 

になってしまうため，地区医師会への情報提供等についても対応いただきたい。 

  小川委員： 発表されている感染者数は日本人に限ったものか。外国人への対応はいかがか。 

井上課長： 外国の方は，入国時に２週間の健康観察期間があり，保健所がモニタリングしている 

ため，特に問題は生じていない。また，市内在住の外国の方については，日本国籍の方 

に比べ陽性者が多いということはない。 

松田会長： 感染症対策については，年末年始の対応が課題。医師会としても，京都市と連携し， 

しっかりと診療体制の確保に取り組んでいきたい。 

 

４ 閉会あいさつ 

  北川 健康長寿のまち・京都推進室長 


